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 手作りバード・コールで、最も重要なのが、「孔の

直径と、ねじ込む蝶ボルトの直径」の関係だ。何度も

試作品を作るうちに、この関係は、樹木の種類、乾燥

度、それにその日の天気（湿度）なので変化すること

がわかってきた。 

 よく乾燥したカラマツの輪切りの場合、「直径 6.0mm、

長さ 20mmの蝶ボルト」を、「直径 5.5mm か 5.0mm の孔」

にねじ込むと良い。ボルト径よりも、孔径のほうがわ

ずかに小さいことが重要だ。 

 

 ドリルはできるだけトルクの強いものを使用し、木

工用ドリル刃の 5.5mm のものを使う。5.5mm のものは

なかなか入手できないので、その場合 5.0mm のもので

も良い。ただし、5.0mm の孔に 6.0mm のボルトを入れ

るのには、子どもではかなりの力が必要だ。 

 

 孔のほうが小さいので、最初はなかなか入っていか

ない。しかし、一旦ネジ孔が切れてくると、あとは面

白いように入っていく。とりあえず、一番奥までねじ

込むが、最後は非常にキツくなるので、ハンカチなど

で蝶ボルトをはさんで回すと良い。 

 

 実はこの時点では、音はほとんど出ない。「ねじ込

む」「緩める」を何度も繰り返すうちに、突然「キュ」

と音が出て、歓声があがる。特に「ボルトが抜ける寸

前」あたりが、一番小鳥に近い音が出るようだ。 

 

 音が出るようになったら、首にぶら下げる工夫をす

る。今度は輪切りの側面に、キリで孔を開ける。この

作業も、子どもにとってはなかなか難しい。 

 

 そこに「丸ヒートン」という金具をねじ込む。でき

あがったバード・コールは軽いので、直径 8mm程度の

小さなヒートンで十分だろう。 


